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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒状に延びるボールスタッドの先端部に形成されたボール部を摺動可能に収容した筒状
の保持部がソケットの内表面によって前記ボール部側に押し付けられて変形した状態で前
記ソケット内に収容されるボールシートであって、
　前記保持部は、
　少なくとも前記変形する部分における内表面に凹状に凹んで線状に延びる第１溝部と、
　前記ボール部から前記ボールスタッドの軸線方向の荷重を受ける部分における内表面に
凹状に凹んで線状に延びる第２溝部とをそれぞれ有しており、
　前記第１溝部は、
　横断面における内表面の曲率が全長に亘って有限値となる形状に形成されており、
　前記第２溝部は、
　前記第１溝部に対して同第１溝部が延びる方向に直列的に繋がって形成されているとと
もに、横断面における少なくとも底部に角部を有することで前記第１溝部と前記第２溝部
とを横断面で比較したとき前記第２溝部の潤滑剤の保持量が多くなるように形成されてい
ることを特徴とするボールシート。
【請求項２】
　請求項１に記載したボールシートにおいて、
　前記第１溝部は、
　前記ボール部の前記ボールスタッド側の半球部を覆うスタッド側保持部に形成されてお
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り、
　前記第２溝部は、
　前記ボール部の前記ボールスタッド側とは反対側の先端部側の半球部を覆う先端側保持
部に形成されていることを特徴とするボールシート。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載したボールシートにおいて、
　前記第２溝部は、
　前記第１溝部の深さよりも浅く形成されていることを特徴とするボールシート。
【請求項４】
　軸状のスタッド部の先端部に球状のボール部を有するボールスタッドと、
　前記請求項１ないし請求項３のうちのいずれか１つに記載したボールシートと、
　前記ボールシートにおける保持部を内表面によって前記ボール部側に押し付けて変形さ
せた状態で収容するソケットとを備えたことを特徴とするボールジョイント。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軸状のスタッド部の先端部に形成された球状のボール部を摺動可能に保持す
るボールシートおよび同ボールシートを備えるボールジョイントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車などの車両におけるサスペンション機構（懸架装置）やステアリング
機構(操舵装置)には、軸状の各構成要素を互いに可動的に連結するためにボールジョイン
トが用いられている。ボールジョイントは、主として、軸状のスタッドの先端部に形成さ
れた略球状のボール部が、同ボール部を摺動可能に保持するボールシート（「ベアリング
シート」ともいう）を介して有底筒状のソケットに収容されて構成されている。
【０００３】
　このようなボールジョイントにおいては、ボールシートの内周面にボールスタッドのボ
ール部を円滑に摺動させるための潤滑剤を保持する溝部が形成されている。例えば、下記
特許文献１に示されるボールジョイントにおいては、筒状のボールシートの内周面上に横
断面形状が方形状に形成された溝部がボールシートの周方向の４つの位置にそれぞれベア
リングシートの軸線方向に沿って延びて形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２６２２１３号公報
【発明の概要】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載したボールシートにおいては、溝部の横断面形状
が方形状に形成されているため、ボールシートをソケット内に圧入してボールシートの側
面をボール部側に変形させた場合には溝部内における角部で荷重が集中して応力集中によ
る過負荷や損傷が生じることがある。このため、従来のボールシートにおいては、ボール
ジョイントの組み立て工程が煩雑化および複雑化するとともに歩留まりが悪く効率的に組
み立てることができないという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記問題に対処するためなされたもので、その目的は、歩留まり良く効率的に
組み立てることができるボールシートおよびこのボールシートを備えたボールジョイント
を提供することにある。
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の特徴は、棒状に延びるボールスタッドの先端部に形
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成されたボール部を摺動可能に収容した筒状の保持部がソケットの内表面によってボール
部側に押し付けられて変形した状態でソケット内に収容されるボールシートであって、保
持部は、少なくとも前記変形する部分における内表面に凹状に凹んで線状に延びる第１溝
部と、ボール部からボールスタッドの軸線方向の荷重を受ける部分における内表面に凹状
に凹んで線状に延びる第２溝部とをそれぞれ有しており、第１溝部は、横断面における内
表面の曲率が全長に亘って有限値となる形状に形成されており、第２溝部は、第１溝部に
対して同第１溝部が延びる方向に直列的に繋がって形成されているとともに、横断面にお
ける少なくとも底部に角部を有することで第１溝部と第２溝部とを横断面で比較したとき
第２溝部の潤滑剤の保持量が多くなるように形成されていることにある。この場合、第１
溝部における横断面形状とは、第１溝部が延びる方向に対して垂直な平面における断面形
状である。また、第１溝部における横断面形状には、第１溝部が保持部の内周面上に開口
する境界部分を含んでも含まなくてもどちらでもよい。
 
【０００８】
　このように構成した本発明の特徴によれば、ボールシートは、ボールスタッドのボール
部を摺動可能に保持する保持部に形成される第１溝部が、横断面形状において内表面の曲
率が第１溝部全体に亘って有限値となる形状に形成されている。これによれば、ボールシ
ートは、第１溝部の横断面形状において曲率が無限となる部分、例えば、直角、鋭角およ
び鈍角などからなる角部（その他の尖った先鋭形状を含む）が存在しないため、保持部を
ソケット内で変形させた際にこれらの角部などの特定の箇所に荷重が集中することを避け
ることができ、応力集中による過負荷や損傷が生じることを抑制することができる。この
結果、ボールシートは、ボールジョイントの組み立て工程を簡単化することができるとと
もに歩留まりを改善して効率的に組み立てることができる。
 
【０００９】
　このように構成した本発明の特徴によれば、ボールシートは、保持部におけるボール部
からボールスタッドの軸線方向の荷重を受ける部分における内表面に凹状に凹んで延びる
第２溝部を有するとともに、同第２溝部は横断面における少なくとも底部に角部を有して
形成されている。この場合、第２溝部において横断面における少なくとも底部に角部を有
した形状には、例えば、平面状に延びる底部の両端部に２つの角部を有する形状、具体的
には横断面形状が台形や方形となる形状がある。これにより、ボールシートは、第２溝部
の底部の角部を丸みを帯びて形成した場合に比べて潤滑剤を多く収容できるため、保持部
内におけるボールスタッドの軸線方向の荷重を受ける部分に対して潤滑剤の供給能力を向
上させることができ、ボール部の円滑な摺動性を確保することができる。
 
【００１０】
　また、本発明の他の特徴は、前記ボールシートにおいて、第１溝部は、ボール部のボー
ルスタッド側の半球部を覆うスタッド側保持部に形成されており、第２溝部は、ボール部
のボールスタッド側とは反対側の先端部側の半球部を覆う先端側保持部に形成されている
ことにある。
 
【００１１】
　また、本発明の他の特徴は、前記ボールシートにおいて、第２溝部は、第１溝部の深さ
よりも浅く形成されていることにある。
 
【００１２】
　また、本発明は、前記ボールシートにおいて、第１溝部は、筒状の保持部の中心軸と第
１溝部の内表面との距離の一次微分値が連続的に変化する形状に形成することできる。こ
れによれば、ボールシートは、第１溝部が保持部の中心軸と第１溝部の内表面との距離の
一次微分値が連続的に変化する形状に形成されているため、上記横断面形状が有限値の第
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１溝部のうち、保持部の中心軸と第１溝部の内表面との距離の一次微分値が不連続となる
形状を除いた形状の第１溝部内における応力集中による過負荷や損傷を防止することがで
きる。この場合、保持部の中心軸と第１溝部の内表面との距離の一次微分値が不連続とな
る形状としては、例えば、第１溝部の内部の溝幅が第１溝部における保持部の内表面での
開口幅よりも広い所謂アンダーカット形状（「アリ溝」ともいう）や、第１溝部の内表面
の一部に保持部の内表面に対して深さ方向に垂直な部分、換言すれば、保持部の中心軸か
ら延びる仮想直線に対して平行な部分を有する形状がある。
 
【００１３】
　また、本発明は、前記ボールシートは、第１溝部は、保持部の厚さの４０％以上かつ５
０％以下の深さで形成することができる。これによれば、ボールシートは、第１溝が保持
部の厚さの４０％以上かつ５０％未満の深さで形成されているため、保持部の強度を確保
した状態で第１溝部を形成することができる。なお、ボールシートにおける第１溝部の深
さは、上記４０％以上かつ５０％未満の範囲が好適な範囲であってこの範囲外の深さで構
成することを否定するものではない。
 
【００１４】
　また、本発明は、前記ボールシートにおいて、第１溝部は、保持部の内表面における開
口幅が保持部の厚さより大きくすることができる。これによれば、ボールシートは、第１
溝部が保持部の内周面における開口幅が保持部の厚さより広いため、第１溝部の潤滑剤の
保持量を維持しつつ深さを浅くして潤滑性能を良好に維持できるとともに第１溝部におけ
る内表面形状の曲率を大きくすることができるため応力集中による過負荷や損傷をより効
果的に防止することができる。なお、第１溝部が保持部の内周面において開口する開口幅
は、保持部の厚さより小さく（狭く）形成してもよいことは当然である。
 
【００１５】
　削　除
 
【００１６】
　削　除
 
【００１７】
　さらに、本発明は、ボールシートの発明として実施できるばかりでなく、このボールシ
ートを備えたボールジョイントの発明としても実施できるものである。
【００１８】
　具体的には、軸状のスタッド部の先端部に球状のボール部を有するボールスタッドと、
前記したボールシートと、ボールシートにおける保持部を内表面によってボール部側に押
し付けて変形させた状態で収容するソケットとを備えるとよい。このように構成したボー
ルジョイントによれば、この前記ボールシートと同様の作用効果を期待することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係るボールシートを備えたボールジョイントの構成の概略
を示す縦断面図である。
【図２】（Ａ），（Ｂ）は、図１に示したボールシートの概略を示しており、（Ａ）はボ
ールシートの平面図であり、（Ｂ）は（Ａ）のＡ－Ａ線から見たボールシートの縦断面図
である。
【図３】図２に示したＢ－Ｂ線から見たボールシートにおける第１溝部の横断面を示す拡
大切断部端面図である。
【図４】図２に示したＣ－Ｃ線から見たボールシートにおける第２溝部の横断面を示す拡
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大切断部端面図である。
【図５】（Ａ），（Ｂ）は、本発明に係る第１溝部について角部（曲率が無限値の部分）
を有して形成した場合の第１溝部の横断面を示しており、（Ａ）は角部（曲率が無限値の
部分）を有して形成した第１溝部の一例を示す拡大切断部端面図であり、（Ｂ）は角部（
曲率が無限値の部分）を有して形成した第１溝部の他の一例を示す拡大切断部端面図であ
る。
【図６】本発明の変形例に係るボールシートにおける第１溝部の横断面を示す拡大切断部
端面図である。
【図７】本発明の他の変形例に係るボールシートにおける第１溝部の横断面を示す拡大切
断部端面図である。
【図８】本発明の他の変形例に係るボールシートにおける第１溝部の横断面を示す拡大切
断部端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に係るボールシートの一実施形態について図面を参照しながら説明する。
図１は、本発明に係るボールシート１３０を備えたボールジョイント１００の構成を概略
的に示す縦断面図である。なお、本明細書において参照する各図は、本発明の理解を容易
にするために一部の構成要素を誇張して表わすなど模式的に表している部分がある。この
ため、各構成要素間の寸法や比率などは異なっていることがある。このボールジョイント
１００は、自動車などの車両に採用されるサスペンション機構（懸架装置）またはステア
リング機構（操舵装置）において、各構成要素間の角度変化を許容しつつ各構成要素を互
いに連結するジョイント部材である。
【００２１】
　ボールジョイント１００は、主として、ボールスタッド１１０、ソケット１２０、ボー
ルシート１３０、およびダストカバー１４０によって構成されている。これらのうち、ボ
ールスタッド１１０は、鉄鋼材により構成されており、軸状に形成されたスタッド部１１
１の一方の端部側に括れ部１１２を介して略球状に形成されたボール部１１３を備えて構
成されている。
【００２２】
　スタッド部１１１は、ボールジョイント１００を図示しないステアリング機構やサスペ
ンション機構における各構成要素に連結するための部分であり、ボール部１１３とは反対
側の端部に雄ネジ１１４が形成されて構成されている。一方、ボール部１１３は、ボール
シート１３０内にて摺動する部分であり、内周面に対して円滑に摺動するように滑らかな
球面状に形成されている。
【００２３】
　ソケット１２０は、非鉄金属または鉄鋼材などの金属材料を鋳造加工を用いて成形して
おり、筒状に形成されたソケット本体１２１と、同ソケット本体１２１から水平方向に延
びて形成された図示しない連結部とで構成されている。本実施形態においては、ソケット
１２０は、鋼材を鍛造加工により成形しているが、他の材料、例えば、アルミニウム材、
マグネシウム材または亜鉛材などの各種合金材を鋳造加工により成形して構成するように
してもよい。なお、図示しない連結部は、ボールジョイント１００を図示しないステアリ
ング機構やサスペンション機構における各構成要素に連結するための部分である。
【００２４】
　ソケット本体１２１は、前記ボールスタッド１１０におけるボール部１１３をボールシ
ート１３０を介して収容し保持する部分であり、一方（図示上側）の端部が開口するとと
もに他方（図示下側）の端部側がプラグ１２４によって閉塞された有底円筒状に形成され
ている。より具体的には、ソケット本体１２１は、一方（図示上側）の端部にスタッド部
１１１が貫通するスタッド開口部１２２が形成されているとともに他方（図示下側）の端
部側にプラグ１２４をカシメ加工によって固定するプラグ固定部１２３が形成されて構成
されている。プラグ１２４は、円筒状に形成されたソケット本体１２１における他方（図
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示下側）の端部の開口部を塞ぐための板状部材であり、鋼材を円板状に形成して構成され
ている。
【００２５】
　一方、ソケット本体１２１の内側には、収容部１２５が形成されている。収容部１２５
は、ボールシート１３０を介してボール部１１３を保持する部分であり、円筒状に形成さ
れている。より具体的には、収容部１２５は、ボール部１１３における先端部側の半球部
１１３ａを収容する部分が一定の内径で形成されたストレート部１２５ａと、ボール部１
１３におけるスタッド部１１１側の半球部１１３ｂを覆う部分が内側に、すなわち、ボー
ル部１１３側に向かって内径が絞られた形状に形成されたテーパ部１２５ｂとで構成され
ている。
【００２６】
　この収容部１２５内には、ベアリングシートとしてのボールシート１３０が設けられて
いる。ボールシート１３０は、図２（Ａ），（Ｂ）にそれぞれ示すように、ボールスタッ
ド１１０におけるボール部１１３を摺動自在に保持する樹脂製の部品であり、円筒状に形
成されている。この場合、ボールシート１３０は、合成樹脂材、例えば、ポリエーテルエ
ーテルケトン樹脂（ＰＥＥＫ）、ポリイミド樹脂（ＰＩ）、ポリアセタール樹脂（ＰＯＭ
）、ポリ塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）、ポリウレタン樹脂（ＰＵＲ）、ポリカーボネート樹
脂（ＰＣ）、ポリスチレン樹脂（ＰＳ）、ナイロン樹脂（ＰＡ－６Ｔ，９Ｔ）またはポリ
プロピレン（ＰＰ）などで構成される。
【００２７】
　このボールシート１３０は、より具体的には、ボール部１１３における図示上側のスタ
ッド部１１１側の半球部１１３ａの大部分を覆うスタッド側保持部１３１ａと、ボール部
１１３における図示下側の先端部側の半球部１１３ｂの大部分を覆う先端側保持部１３１
ｂとからなる保持部１３１によって構成されている。
【００２８】
　これらのうち、スタッド側保持部１３１ａは、外周部がソケット本体１２１の収容部１
２５におけるストレート部１２５ａの内径に対応する円形の外形に形成されるとともに、
内表面がボール部１１３におけるスタッド側の半球部１１３ｂよりも大きな内径の円筒状
に形成されている。このスタッド側保持部１３１ａにおける内表面と外表面との間の厚さ
は、このボールシート１３０がソケット本体１２１の内表面に沿って内側に傾倒する変形
が可能な厚さに形成されている。
【００２９】
　また、このスタッド側保持部１３１ａの内表面には、図示上端の開口部から先端側保持
部１３１ｂ側に向かって６つの第１溝部１３２が形成されている。各第１溝部１３２は、
詳しくは図３に示すように、ボールシート１３０の内表面とボール部１１３の外表面との
摺動部分に潤滑剤としてのグリース１３３を供給するために同グリース１３３を保持する
部分であり、スタッド側保持部１３１ａの内表面から凹状に凹んで形成されている。
 
【００３０】
　より具体的には、第１溝部１３２は、全長に亘るすべての任意の位置での横断面におけ
る内表面の曲率が有限値となる形状のみで形成、すなわち、内表面の曲率が無限値となる
形状を含まない形状で形成されている。この場合、第１溝部１３２における横断面形状に
は、第１溝部１３２がスタッド側保持部１３１ａの内周面上に開口する境界部分を含んで
いる。なお、各図においては、第１溝部１３２および後述する第２溝部１３４の各形状を
明確にするために各溝内におけるグリース１３３をそれぞれ省略している。
【００３１】
　また、この第１溝部１３２は、深さＤ１がスタッド側保持部１３１ａの厚さｔの４０％
の厚さに形成されるとともに、スタッド側保持部１３１ａの内表面上に開口する開口幅Ｗ

１がスタッド側保持部１３１ａの厚さｔよりも大きく開口して形成されている。そして、
これらの６つの第１溝部１３２は、本実施形態においては、スタッド側保持部１３１ａの
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内表面上において周方向に沿って均等配置されている。
 
【００３２】
　一方、先端側保持部１３１ｂは、外周部がソケット本体１２１の収容部１２５における
ストレート部１２５ａの内径に対応する円形の外形に形成されるとともに、内周面がボー
ル部１１３における先端部側の半球部１１３ａの形状に対応する半球面状に形成されてい
る。この先端側保持部１３１ｂの内周面には、図示下端の開口部からスタッド側保持部１
３１ａ側に向かって放射状に６つの第２溝部１３４が形成されている。各第２溝部１３４
は、詳しくは図４に示すように、ボールシート１３０の内表面とボール部１１３の外表面
との摺動部分にグリース１３３を供給するために同グリース１３３を保持する部分であり
、先端側保持部１３１ｂの内表面から凹状に凹んで形成されている。
 
【００３３】
　より具体的には、第２溝部１３４は、全長に亘るすべての任意の位置での横断面におけ
る内表面の横断面形状が先端側保持部１３１ｂの内表面から横断面形状で円弧状に凹んだ
後、略直角に屈曲して底部が直線状に延びた横断面形状が略方形で形成されている。また
、この第２溝部１３４は、深さＤ２が第１溝部１３２の深さＤ１以下に形成されるととも
に、先端側保持部１３１ｂの内表面上に開口する開口幅Ｗ２が第１溝部１３２の開口幅Ｗ

１と同じ幅で形成されている。そして、これらの６つの第２溝部１３４は、本実施形態に
おいては、先端側保持部１３１ｂの内表面上において周方向に沿って均等配置されている
。すなわち、各第２溝部１３４は、各第１溝部１３２に繋がって形成されている。
【００３４】
　なお、図２（Ｂ）に示す断面図においては、第１溝部１３２および第２溝部１３４にお
ける有限値からなる曲率を持った形状は角部ではないため本来であれば図面上には直接は
現れないが、理解を助けるために敢えて曲率が変化する部分の境界を細線で示している。
【００３５】
　ソケット１２０のソケット本体１２１の上部には、ソケット本体１２１の上部および同
ソケット本体１２１内に収容されるボールスタッド１１０のボール部１１３を覆う状態で
ダストカバー１４０が設けられている。ダストカバー１４０は、弾性変形可能なゴム材ま
たは軟質の合成樹脂材などによって構成されており、中央部が膨らんだ略円筒状に形成さ
れている。このダストカバー１４０は、一方（図示上側）の開口部にボールスタッド１１
０におけるスタッド部１１１が挿入されて同スタッド部１１１の下部に弾性力によって固
定されている。また、ダストカバー１４０における他方（図示下側）の開口部は、ソケッ
ト本体１２１の外周部上に形成された凹部内に嵌め込まれた状態で金属製のサークリップ
１４１によって固定されている。これにより、ダストカバー１４０は、ボールシート１３
０内への異物の浸入を防止している。
【００３６】
（ボールジョイント１００の製造）
　このように構成されたボールジョイント１００の製造について説明する。なお、このボ
ールジョイント１００の製造工程の説明においては、本発明に直接関わらない製造工程に
ついては適宜省略する。
【００３７】
　まず、作業者は、ボールジョイント１００を構成する部品であるボールスタッド１１０
およびボールシート１３０をそれぞれ用意する。この場合、ボールスタッド１１０は、鋼
材を別途の鍛造加工および切削加工を用いて成形される。また、ボールシート１３０は、
別途の射出成形加工によって成形される。次いで、作業者は、ボールスタッド１１０とボ
ールシート１３０とを組み付ける。具体的には、作業者は、ボールスタッド１１０におけ
るボール部１１３をボールシート１３０における保持部１３１のスタッド側保持部１３１
ａ側から挿入して保持部１３１内に収容する。
【００３８】
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　次に、作業者は、ソケット１２０およびプラグ１２４をそれぞれ用意する。この場合、
ソケット１２０は、鋼材を別途の鍛造加工を用いて成形される。また、プラグ１２４は、
鋼材を別途のプレス加工を用いて成形される。次いで、作業者は、図示しないプレス加工
装置を用いてソケット１２０内にボール部１１３が収容されたボールシート１３０を組み
付ける。具体的には、作業者は、ボールシート１３０における先端側保持部１３１ｂ側の
端面（図１において下端面）にプラグ１２４を宛がった状態でボールスタッド１１０をス
タッド部１１１側からソケット１２０の収容部１２５におけるストレート部１２５ａ内に
挿入していくことにより、ボールシート１３０をスタッド側保持部１３１ａ側から収容部
１２５内に挿入する。この場合、作業者は、プラグ１２４を宛がうに際してボールシート
１３０における先端側保持部１３１ｂの開口部にはグリース１３３が適量充填する。
【００３９】
　このボールシート１３０のソケット１２０における収容部１２５内への挿入過程におい
ては、収容部１２５におけるテーパ部１２５ｂの内周面が徐々に絞られた形状に形成され
ているため、ボールシート１３０が挿入されていくに従ってボールシート１３０における
スタッド側保持部１３１ａがテーパ部１２５ｂに押されてボール部１１３側に傾倒して変
形していく。この場合、ボールシート１３０におけるスタッド側保持部１３１ａに形成さ
れた第１溝部１３２は、横断面における内表面の曲率が有限値となる形状のみで形成され
て内表面の曲率が無限値となる形状、例えば、直角、鋭角および鈍角などからなる角部（
その他の尖った先鋭形状を含む）を含まない形状で形成されているため、変形させるため
の荷重がこれらの角部などの特定の部分に集中して応力の過負荷および損傷を生じること
が抑制された状態で圧入される。
【００４０】
　この場合、仮に、第１溝部１３２を横断面形状において内表面の曲率が無限値となる形
状、例えば、図５（Ａ）に示すように、第１溝部１３２を横断面形状において１つの直線
部ＳＬからなる底面に対して２つの直線部ＳＬからなる２つの側面を設けて底部の両端部
に角部Ｃを形成した横断面形状が方形状に形成した場合や、図５（Ｂ）に示すように、第
１溝部１３２を横断面形状において２つの直線部ＳＬが深さ方向で互いに交わって底部が
尖った１つの角部Ｃを有する横断面形状が三角形状に形成した場合においては、これらの
角部Ｃに荷重が集中し易くなって応力集中による過負荷や損傷が生じ易くなる。
 
【００４１】
　また、このボールシート１３０の圧入時においては、第１溝部１３２は、深さＤ１がス
タッド側保持部１３１ａの厚さの４０％に形成されているため変形時におけるスタッド側
保持部１３１ａの割れやクラックの発生を抑制できる。また、このボールシート１３０の
圧入時においては、開口幅Ｗ１がスタッド側保持部１３１ａの厚さよりも大きく開口して
形成されているため変形による開口幅Ｗ１の狭小化を抑えることができる。
【００４２】
　そして、ボールシート１３０がソケット１２０における収容部１２５内における所定位
置まで圧入された場合においては、プレス加工装置は、ソケット１２０におけるストレー
ト部１２５ａの開口部を内側に折り曲げてカシメ加工することによりプラグ固定部１２３
を形成することによりプラグ１２４を固定する。これにより、ボールシート１３０は、ス
タッド側保持部１３１ａがボール部１１３に押し付けられて変形した状態でソケット１２
０の保持部１３１内に固定的に保持される。
【００４３】
　次に、作業者は、ダストカバー１４０およびサークリップ１４１をそれぞれ用意してボ
ールスタッド１１０およびソケット１２０にそれぞれ装着する。具体的には、作業者は、
ソケット１２０のスタッド開口部１２２から露出するボール部１１３上にグリース１３３
を適量塗布した後、ダストカバー１４０における一方（図示上側）の端部をボールスタッ
ド１１０におけるスタッド部１１１の外周部に嵌め込むとともに、同ダストカバー１４０
における他方（図示下側）の端部をソケット本体１２１の外周部における図示上部に形成
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された凹部上に嵌め込む。そして、作業者は、ソケット本体１２１の外周部に嵌め込んだ
ダストカバー１４０にサークリップ１４１を嵌め込むことによりダストカバー１４０をソ
ケット本体１２１に固定する。これにより、ボールジョイント１００が完成する。
【００４４】
（ボールジョイント１００の作動）
　次に、このように構成されたボールジョイント１００の作動について説明する。本実施
形態においては、ボールジョイント１００を自動車などの車両のサスペンション機構（懸
架装置）に組み込んだ例について説明する。ここで、サスペンション機構（懸架装置）と
は、車両において路面からの振動を減衰するとともに車輪を確実に路面に接地させること
により、車両の走行安定性および操縦安定性を維持する装置である。そして、ボールジョ
イント１００は、サスペンション機構においてボールスタッド１１０を一定の方向に回転
または揺動させながら車両からの負荷を支える。
【００４５】
　車両（図示せず）に搭載されたボールジョイント１００は、車両走行時における上下動
に応じてボールスタッド１１０が一定の方向に揺動する。これにより、ボールシート１３
０の保持部１３１内に収容されたボール部１１３は、ボールシート１３０の保持部１３１
内にてボールスタッド１１０の揺動方向に対応する一定の方向に回転摺動する。この場合
、ボールシート１３０は、第１溝部１３２および第２溝部１３４内から供給されるグリー
ス１３３によってボール部１１３を円滑に摺動させながら保持する。
【００４６】
　また、ボールシート１３０は、ボール部１１３とソケット１２０における収容部１２５
との間で圧縮荷重や引っ張り荷重を受けた場合においても第１溝部１３２内の表面が曲率
が有限値となる形状のみで形成されているため、第１溝部１３２から損傷が生じることを
抑制することができる。また、ボールシート１３０は、ボール部１１３からボールスタッ
ド１１０の軸線方向の荷重を受ける部分に底部に角部を有してグリース１３３の保持量を
増加させた第２溝部１３４が形成されているため、ボール部１１３と保持部１３１との間
に十分なグリース１３３を供給して円滑な摺動性を確保することができる。
【００４７】
　上記作動方法の説明からも理解できるように、上記実施形態によれば、ボールシート１
３０は、ボールスタッド１１０のボール部１１３を摺動可能に保持する保持部１３１に形
成される第１溝部１３２が、横断面形状において内表面の曲率が有限値となる形状に形成
されている。これによれば、ボールシート１３０は、第１溝部１３２の横断面形状におい
て曲率が無限となる部分、例えば、直角、鋭角および鈍角などの角部やその他の尖った先
鋭部が存在しないため、保持部１３１をソケット１２０内で変形させた際にこれらの角部
や先鋭部などの特定の箇所に荷重が集中することを避けることができ、応力集中による過
負荷や損傷が生じることを抑制することができる。この結果、ボールシート１３０は、ボ
ールジョイント１００の組み立て工程を簡単化することができるとともに歩留まりを改善
して効率的に組み立てることができる。
【００４８】
　さらに、本発明の実施にあたっては、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明
の目的を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。なお、下記各変形例の説明に
使用する図面においては、上記実施形態と同様の構成部分または対応する構成部分につい
ては同じ符号を付して、その説明を省略する。
【００４９】
　例えば、上記実施形態においては、第１溝部１３２は、横断面形状において内表面の曲
率が有限値となる形状のみで構成した。この場合、第１溝部１３２は、例えば、図６に示
すように、横断面における表面形状中に直線部ＳＬを含んでいてもよいし、図７に示すよ
うに、横断面形状が第１溝部１３２の内部の溝幅Ｗ３が第１溝部１３２における保持部１
３１の内表面での開口幅Ｗ１よりも広い所謂アンダーカット形状に形成されていてもよい
。また、第１溝部１３２は、図８に示すように、横断面形状に第１溝部１３２がスタッド
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側保持部１３１ａの内周面上に開口する境界部分を含まずに形成することもできる。
 
【００５０】
　また、第１溝部１３２は、第１溝部１３２が保持部１３１の中心軸ＣＬと第１溝部１３
２の内表面との距離ｒ（θ）の一次微分値が連続的に変化する形状に形成してもよい。こ
の場合、第１溝部１３２は、上記実施形態における横断面形状が有限値の第１溝部１３２
のうち、保持部１３１の中心軸ＣＬと第１溝部１３２の内表面との距離ｒ（θ）の一次微
分値が不連続となる形状、例えば、図５（Ａ）に示すように、第１溝部１３２内における
２つの側面を構成する２つの直線部ＳＬが保持部１３１の内表面に対して深さ方向に垂直
に形成された形状、換言すれば、２つの直線部ＳＬが保持部１３１の中心軸ＣＬから延び
る仮想直線ＩＬ上に形成（つまり平行に形成）された形状や、図７に示したアンダーカッ
ト形状を含む形状を除いた形状になる。
【００５１】
　このように、第１溝部１３２の横断面形状を保持部１３１の中心軸ＣＬと第１溝部１３
２の内表面との距離ｒ（θ）の一次微分値が連続的に変化する形状に形成することにより
、少なくとも保持部１３１の中心軸ＣＬに沿って延びる第１溝部１３２、換言すれば、第
１溝部１３２の横断面平面内に中心軸ＣＬが点として存在する態様で形成された第１溝部
１３２において上記実施形態と同様に応力集中による過負荷や損傷が生じることを抑制す
ることができる。
【００５２】
　なお、この場合、保持部１３１の中心軸ＣＬに沿って延びる第１溝部１３２の態様には
、中心軸ＣＬと平行に延びる態様のほか、らせん状に延びる態様も含むものである。また
、保持部１３１の中心軸ＣＬは、筒状に形成されたソケット１２０およびボールシート１
３０の中心軸でもあり、また、軸状に形成されたボールスタッド１１０の中心軸でもある
。また、図６に示した第１溝部１３２の２つの側面を構成する２つの直線部ＳＬは、保持
部１３１の内表面に対して深さ方向に垂直ではなく、中心軸ＣＬを通り底部を構成する直
線部ＳＬに対して垂直な直線に平行に形成されており、距離ｒ（θ）の一次微分値が連続
的に変化する形状である。
【００５３】
　また、上記実施形態においては、第１溝部１３２は、ボールシート１３０の保持部１３
１におけるスタッド側保持部１３１ａに形成した。しかし、第１溝部１３２は、保持部１
３１における少なくともボール部１１３側に変形される部分に形成されていればよい。し
たがって、第１溝部１３２は、例えば、スタッド側保持部１３１ａに加えてまたは代えて
先端側保持部１３１ｂ上に形成することもできる。
【００５４】
　また、上記実施形態においては、第１溝部１３２および第２溝部１３４は、ボールシー
ト１３０の保持部１３１におけるスタッド側保持部１３１ａおよび先端側保持部１３１ｂ
上にそれぞれ保持部１３１の軸線（中心軸ＣＬ）方向に沿って６つ形成した。しかし、第
１溝部１３２および第２溝部１３４を形成する方向は、上記実施形態に限定されるもので
はない。したがって、第１溝部１３２および第２溝部１３４は、保持部１３１の内周面上
において保持部１３１の軸線方向に加えてまたは代えて、保持部１３１の周方向に形成す
ることができるとともに、これらに代えてらせん状に形成することもできる。また、第１
溝部１３２および第２溝部１３４を形成する数は、１つ以上かつ５つ以下でもよいし、７
つ以上であってもよい。また、第１溝部１３２と第２溝部１３４と形成する各数を互いに
異ならせてもよい。すなわち、ボールシート１３０は、スタッド側保持部１３１ａおよび
／または先端側保持部１３１ｂ上に第１溝部１３２のみを形成して構成することができる
。
 
【００５５】
　また、上記実施形態においては、第２溝部１３４は、深さＤ２を第１溝部１３２の深さ
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Ｄ１よりも浅く形成した。これにより、ボールシート１３０は、第２溝部１３４が角部を
含んで形成されていても先端側保持部１３１ｂの損傷を抑制することができる。しかし、
第２溝部１３４は、深さＤ２を第１溝部１３２の深さＤ１よりも深く形成すること排除す
るものではない。すなわち、第２溝部１３４は、保持部１３１が負荷に対して十分な厚さ
で形成されていれば、深さＤ２を第１溝部１３２の深さＤ１よりも深く形成することもで
きる。
【００５６】
　また、上記実施形態においては、ボールシート１３０における保持部１３１は、ソケッ
ト１２０におけるテーパ部１２５ｂによってスタッド側保持部１３１ａがボール部１１３
側に変形するように構成されている。しかし、ボールシート１３０における保持部１３１
は、収容部１２５によってボール部１１３側に押し付けられて変形した状態でソケット１
２０内に収容されていれば、必ずしも上記実施形態に限定されるものではない。したがっ
て、例えば、ソケット１２０の収容部１２５におけるスタッド開口部１２２側を当初内径
一定のストレート状の円筒状に形成しておき、ボールシート１３０を収容部１２５内に配
置した後、スタッド開口部１２２をカシメ加工することによりボールシート１３０におけ
る保持部１３１のスタッド側保持部１３１ａをボール部１１３側に傾倒させて変形させる
ように構成してもよい。なお、保持部１３１におけるスタッド側保持部１３１ａは、上記
実施形態を含めて、弾性変形でも塑性変形のどちらであってもよい。
 
【００５７】
　また、上記実施形態においては、ボールジョイント１００をサスペンション機構に採用
した実施例について説明した。しかし、本発明に係るボールジョイント１００は、当然、
これに限定されるものではない。このボールジョイント１００は、自動車などの車両を構
成するサスペンション機構の他、ステアリング機構などにも広く適用できるものである。
 
【符号の説明】
【００５８】
Ｄ１…第１溝部の深さ、Ｄ２…第２溝部の深さ、Ｗ１…第１溝部の開口幅、Ｗ２…第２溝
部の開口幅、Ｗ３…第１溝部の最大幅、ｔ…スタッド側保持部の厚さ、ＳＬ…直線部、Ｃ
…角部、ＣＬ…保持部の中心軸、ＩＬ・・・仮想直線、ｒ（θ）…保持部の中心軸と第１
溝部の表面との距離、
１００…ボールジョイント、
１１０…ボールスタッド、１１１…スタッド部、１１２…括れ部、１１３…ボール部、１
１３ａ…先端側の半球部、１１３ｂ…スタッド側の半球部、１１４…雄ネジ、
１２０…ソケット、１２１…ソケット本体、１２２…スタッド開口部、１２３…プラグ固
定部、１２４…プラグ、１２５…収容部、１２５ａ…ストレート部、１２５ｂ…テーパ部
、
１３０…ボールシート、１３１…保持部、１３１ａ…スタッド側保持部、１３１ｂ…先端
側保持部、１３２…第１溝部、１３３…グリース、１３４…第２溝部、
１４０…ダストカバー、１４１…サークリップ。
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